
契約番号：
案件名：
低入札価格調査提出資料
提出日：
　　　　　　　　住所：
　　　　　　　　商号又は名称：
代表者氏名：
１. 今回の価格により入札した理由
　　
　
２. 対象工事の工事箇所付近における手持工事の状況
	工事名
	業　種
	工事箇所
	工事概要
	工　期
	発注者
	金　額

	○○○工事
	土木一式
	富士市○○○
	工事延長
L=○m等
	○年○月○日～
	○○市
	○○千円

	△△△工事
	建築一式
	富士市△△△
	SR２階建て△㎡等
	△年△月△日～
	㈱△社
	△△千円

	
	
	
	
	
	
	


３. 対象工事と同一業種の手持工事の状況
	工事名
	業　種
	工事箇所
	工事概要
	工　期
	発注者
	金　額

	○○○工事
	土木一式
	富士市○○○
	工事延長
L=○m等
	○年○月○日～
	○○市
	○○千円

	△△△工事
	土木一式
	富士市△△△
	工事延長
L=△m等
	△年△月△日～
	㈱△社
	△△千円

	
	
	
	
	
	
	


４. 配置予定技術者
	区分
	氏名
	資格
	備考

	監理技術者
	
	
	

	主任技術者
	
	
	

	現場代理人
	
	
	

	
	
	
	


５．対象工事箇所と入札者の事業所、倉庫等との関連（地理的条件）
　 直線距離　○○ｋｍ
　 自動車による所要時間　○○分程度
　 地図（位置関係のわかる地図を提示してください。別紙可。）
６. 対象工事に係る手持資材の状況
	品　名
	規格・型式
	単位
	手持ち数量
	本工事での
使用予定量
	不足数量の
手当方法
	備　考

	○○○材
	○○○
	本
	○本
	○
	○○より
購入
	

	△△△管
	△△△
	本
	△本
	△
	△△より
購入
	

	
	
	
	
	
	
	


７. 対象工事の資材購入先及び購入先と入札者との関係
	品名・規格
	資材購入先
	購入先住所
	入札者との関係

	○○○材
規格等
	○○○㈱
○○支店
	所在地
	○○材について常時取引があります。（○○年）

	△△△管
規格等
	㈲△△△
	所在地
	△△管について信頼できる取引先です。（○○年）


８. 対象工事に係る手持機械数の状況
	機械名称
	形式・年式
能力
	単　位
	数　量
	メーカー
	現在の利用状況

	○○○機
	○○式・○○年型
○○本/h　など
	台
	○
	○○○製
	他工事箇所にて使用中

	△△用車両
	△△式・△△年式
△△t など
	台
	△
	△△△製
	未使用

	
	
	
	
	
	


９. 対象工事に係る作業員の具体的供給見通し
	業　務　内　容
	供給先
	配置予定人員

	○○○○管理業務
	自社
	延○○人
	○人×○日

	△△△△設置工事
	自社
	延△△人
	○人×○日

	○○○○工事
	下請
	延○○人
	○人×○日

	△△△△工事
	下請
	延△△人
	○人×○日


１０. 過去３年間に施工した同一業種の公共工事及び発注者
	発注機関名
	工　事　名
	着工年月日
	完工年月日
	請負金額（税込）

	○○県
	○○○○○○工事
	○年○月○日
	○年○月○日
	○○○○千円

	△△市
	△△△△△△工事
	△年△月△日
	△年△月△日
	△△△△千円

	○○地方整備局
	○○○○○○工事
	○年○月○日
	○年○月○日
	○○○○千円

	
	
	
	
	


１１. 経営状況・信用状況
　①取引金融機関
　　○○○銀行○○支店
　②契約保証の予定会社
　　○○○損害保険㈱、△△△保証㈱　など
　③建設業法違反の有無
　　（違反の有無を記入してください。）
　④労働基準法、労働安全衛生法その他の労働関係法令違反の有無
　　（違反の有無を記入してください。）
１２. 対象工事の安全管理に係る取組み
　　
１３.下請負契約の予定
	下請負人名称
	所在地
	工事種別
	予定金額
	工事期間

	㈱○○○
	○○市○○番地
	○○工事
	○○○千円
	○年○月○日～
○年○月○日

	㈲△△△
	△△市△△番地
	△△工事
	△△△千円
	△年△月△日～
△年△月△日

	
	
	
	
	


１４．建設副産物の処分先及び費用
	種類
	処分先
	単価

	発生土
	
	〇〇円

	コンクリート
	
	△△円

	アスファルト
	
	〇〇円

	その他
	
	△△円


１５. その他資料
・直近の決算の損益計算書及び貸借対照表（写し）
・直近の経営事項審査結果通知書（写し）
・詳細な工事費内訳書

本様式は、富士市役所のウェブサイトからダウンロードできます。


【場所】


　くらしと市政 > 産業・事業者 > 建設工事・建設関連業務委託 > 


書式集（建設工事関係書式）> 低入札価格調査提出資料





　※作成にあたり、該当項目が無い場合は「該当なし」と記載してください。





今回の価格で適正な施工が可能である具体的理由を、手持工事の状況、対象工事箇所と入札者の事業所、倉庫等との関連、手持資材の状況、手持機械数の状況、作業員の具体的供給見通し、下請負契約の予定等の面から記載してください。





今回の工事の付近における手持ち工事がある場合は業種を問わず記載してください。








今回の工事と同一業種の工事を受注している場合は、こちらに記載してください。








資格者証（写）及び雇用関係が分かる書類（写）を添付してください。


土木一式工事の場合は品質証明員の配置が必要です。区分欄に記載し、品質証明員経歴書を添付してください。


　








　低入札で落札した工事では、直接工事費に係る部分だけでなく、安全管理費など、目に付きにくい部分での削減がなされるケースがあります。ここでは、安全管理への対策を記入してください。　








下請予定金額の根拠となる資料（見積書等）を添付してください。


予定金額を「未定」とすることはできません。








その他、今回の入札価格で契約内容の履行が確保されるか否かを検討する上で参考になると思われる資料がある場合は添付してください。








